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農
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と
宗
 
教
 
 
 

神
道
と
仏
教
と
は
日
本
古
来
の
贋
杷
礼
拝
生
活
の
双
壁
で
あ
つ
た
。
神
社
が
日
本
占
有
の
宗
教
を
具
象
し
た
存
在
と
し
て
古
 
 

来
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
か
つ
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
説
く
必
要
は
あ
る
ま
い
そ
の
故
を
も
つ
て
、
農
民
の
純
朴
な
赤
 
 

誠
ほ
前
述
の
よ
う
に
毎
年
初
穂
を
神
社
に
献
じ
、
奉
鰊
の
感
謝
と
祈
願
、
ひ
い
て
は
村
人
の
安
泰
を
念
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
初
穂
の
慣
習
は
氏
神
に
の
み
止
ま
ら
ず
、
国
民
一
般
の
総
社
で
あ
る
伊
勢
大
神
宮
に
ま
で
及
ぶ
例
で
あ
つ
た
。
文
化
七
年
「
 
 

永
代
日
記
帖
」
（
佐
々
木
高
博
氏
蔵
）
に
よ
れ
ば
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
「
金
銀
下
落
二
付
伊
勢
衛
初
穂
当
年
片
己
両
 
 

親
三
匁
之
処
米
壱
升
二
相
定
米
御
初
穂
二
以
来
願
釆
り
候
事
」
と
あ
り
、
現
物
寄
進
に
改
め
、
こ
れ
を
続
け
て
き
た
よ
う
で
あ
 
 

る
。
明
治
初
年
に
至
っ
て
金
納
に
再
改
せ
ら
れ
、
大
麻
代
と
し
て
奉
納
す
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
戸
長
役
場
は
各
部
蒔
か
ら
拝
 
 

受
数
を
取
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
註
1
）
 
こ
れ
に
は
、
次
の
吾
面
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
暦
代
を
含
む
も
の
で
あ
つ
た
 
 

即
ち
（
熊
野
町
役
場
蔵
、
社
寺
旧
図
書
）
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役
場
寝
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円
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六
銭
玉
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弐
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四
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弐
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銭
玉
屋
 
 
 

拾
九
銭
七
厘
 
 

戸
長
∵
初
役
場
 
 
 

し
か
し
、
明
治
十
五
年
四
月
に
至
っ
て
暦
配
り
ほ
発
禁
に
な
つ
た
。
（
謀
2
）
 
 
 

仏
教
安
芸
門
徒
は
本
願
寺
の
合
言
葉
で
あ
る
。
「
念
仏
成
仏
こ
れ
真
宗
、
万
行
詔
書
こ
れ
仮
門
、
権
冥
真
仮
を
わ
か
ず
し
て
、
 
 

自
然
の
浄
土
を
之
ぞ
し
ら
ぬ
」
（
和
讃
）
と
い
う
真
野
に
ふ
れ
て
、
安
芸
の
老
若
男
女
何
れ
も
随
喜
の
涙
に
む
せ
び
、
他
方
寺
 
 

院
の
経
営
も
「
説
教
法
座
年
七
回
開
催
、
仏
教
婦
人
会
例
会
、
仏
教
女
子
青
年
会
例
会
毎
月
開
催
、
仏
教
少
年
会
毎
月
三
回
開
 
 

催
－
部
落
常
会
開
催
、
青
年
常
会
開
催
」
（
昭
和
十
七
年
三
月
西
光
寺
事
務
報
告
、
広
島
県
知
事
宛
）
の
各
般
活
動
に
及
び
、
 
 

そ
の
地
盤
ほ
不
抜
の
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
月
例
の
「
小
寄
（
お
よ
り
）
」
の
内
、
協
力
的
、
進
歩
的
な
も
の
に
対
し
て
ほ
 
 

一
種
の
感
状
を
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
こ
琵
3
）
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詳
丁
一
文
化
七
年
、
永
代
日
記
帖
（
佐
々
木
高
博
氏
頑
）
午
四
月
に
「
伊
勢
顔
面
 
 

り
御
発
禁
贋
仰
出
」
と
あ
る
。
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御
印
章
（
輿
地
久
保
地
十
四
日
講
蔵
）
 
 
 

今
般
於
其
勉
毎
月
寄
合
被
相
侶
法
羞
相
続
之
上
よ
り
年
々
冥
加
之
志
裡
差
上
候
 
 

塾
各
兼
雨
法
姦
淫
厚
相
好
之
至
二
候
依
而
此
度
寄
合
相
続
之
た
め
印
章
被
成
下
瞑
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末
て
超
過
転
な
き
よ
う
に
出
荷
せ
ら
る
へ
く
僕
誠
に
当
流
安
心
の
一
途
は
何
之
や
 
 

う
も
な
く
も
ろ
′
＼
の
雑
行
雄
佳
日
力
の
こ
ゝ
ろ
を
捨
は
な
れ
一
心
に
阿
爾
陀
如
 
 

来
今
度
之
一
大
事
の
後
生
た
す
け
給
へ
と
深
く
た
の
み
奉
れ
ば
不
可
思
議
の
願
力
 
 

に
よ
つ
て
一
念
の
五
節
に
光
明
授
戒
の
大
益
を
蓑
り
順
次
報
土
往
生
を
遷
し
め
給
 
 

ふ
こ
と
穎
あ
る
べ
か
ら
す
此
信
決
定
の
上
に
は
三
溝
国
選
仁
義
五
常
の
道
を
守
り
 
 

存
命
之
間
は
羨
敷
法
義
無
油
断
相
続
せ
ら
れ
仏
恩
報
謝
之
称
名
蟹
相
喝
可
被
遂
今
 
 

度
之
報
土
往
生
之
素
懐
肝
穿
之
革
二
俣
依
而
饉
郡
印
茸
供
者
也
 
 
 

明
治
入
牢
一
月
五
日
 
 

安
芸
国
安
芸
郡
 
 

熊
野
村
西
光
寺
 
 

謂
科
 
十
四
口
こ
凶
談
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